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研究の重要性

● 自分達のこれまでの経験から、さらに日本への留学経験から、日本人はマリファ

ナや麻薬に対して、アメリカ人より強い嫌悪感をもっていることに気づき、その事

に興味を持った。

● カリフォルニアではマリファナに対し、以前から寛容な風潮があった。

● しかし日本ではマリファナは違法であり、社会的に非常に強い嫌悪感がもたれ

ている。

● このような認識の違いはなぜ、どのように生まれたのか研究をしたいと考えた。

● こういった認識が日本とアメリカの社会にそれぞれどのような影響をあたえてい

るかも、調べてみたいと思った。



研究質問

1. 日本とアメリカにおけるマリファナに対する一般認識とはどのよ

うなものか

2. マリファナ使用者に対する認識に学校教育・家庭教育はどう影

響しているか

3. マリファナに関して一般認識はマリファナ使用者に対して社会

的にどのような影響を及ぼしているか。



研究背景

● この研究のキーワード

● 米国の麻薬史：麻薬戦争前

● 米国の麻薬史：麻薬戦争後

● 日本の麻薬史：第二次世界大戦前（旧政府体制）

● 日本の麻薬史：第二次世界大戦後（新政府体制）

● 米国の教育

● 日本の教育



この研究のキーワード

大麻、カナビス：総称の大麻の植物と呼ばれることである。

マリファナ、葉っぱ：麻薬の利用と呼ばれることである。

麻繊維、麻：麻薬以外得に布の為の利用と呼ばれることである。

アサの種子：大麻の植物の種である。

脱法ハーブ、合法ハーブ、スパイス：合成カンナビノイドを含有する化学品であ

る。

ハシーシ、チャラス：大麻の樹脂腺を圧搾または精製して作られる大麻製品で

ある。



米国の麻薬史: 麻薬戦争前１

● 1611年、麻の栽培はジェームズタウン居留地時代からアメリカにはやくも存在してい

た。　　　　　　　　　　　　　　　　　　(Grinspoon and Bakalar 1997)

● ジェームズタウンで最初の議会でイギリスから指令に基づいて作ったの法規制の中

で麻繊維の農耕をさせることがあった。　　　　　　　　  (Henry, 1894)

● 医学的の研究も早くも1860年からしたことがあり、また1889年に首尾よくアヘン中毒

や慢性的な中毒を治す為カナビスを使うことがあった。　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 (Mikuriya, 1969)

● 徐々に麻繊維はマリファナの麻薬にもっと関連付けられた。

● 1936年にマリファナに対する否定的な見方をした「リーファー・マッドネス」という映画

により、米国の社会はマリファナに対する意見が代わり、1937年にマリファナ税法を

制定が可決された。



米国の麻薬史: 麻薬戦争前２

● 1900年代初頭にマリファナの利用者は一般的ではありませんだったが、メキシコ人
の出稼ぎ労働者から黒人のジャズミュージシャンのコミュニティで人気になったと言
われた。

● 米国ではのその民族に対する偏見はマリファナに対しての認識を影響した
● 1916年にランドルフ・ハーストはマリファナや麻繊維に対してキャンペーンの中で「マ

リファナを吸っているのメキシコ人やアフリカ系アメリカ人が白人に失敬したり、レイプ
したりする」とか「マリファナのせいで『悪魔派のブードゥー』というジャズが作られまし
た。」のような人種差別の宣伝を使った。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 (Herer, 1993. 

Luginbuhl, 2001)

● ACLUによるとマリファナの利用は白人より多い証拠がなくても、アメリカの黒人はマ
リファナの所持の逮捕の数字を白人と比べると３．７３倍に高く、ニューヨーク州でラ
テンアメリカ人は逮捕した数字は４倍に高い。



米国の麻薬史: 麻薬戦争前３

● 1960年代から70年代の初頭までマリファナはヒッピーやボへミアンの文化と繋げ、マ

リファナの利用が上がっていたから仮に社会の意見が変わった。

● 1977年にカーター大統領の政権は公にオンス以下までマリファナの合法化を唱え

た。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　(Musto, 1991).



アメリカの麻薬史: 麻薬戦争後１

● ニクソン政権は1971年に「麻薬戦争」という言葉を最初に使った。

● しかし、カーター政権が終わり、1981年にレーガン政権が発足した後、事実上の「麻

薬戦争」が始まった。

● 政権発足後すぐに、レーガン大統領は麻薬に強く反対する演説をすることによって

カーター大統領との違いを示した。



アメリカの麻薬史: 麻薬戦争後２

● 大統領夫人のナンシー・レーガンが担当した戦略的な米国の若者に対する反麻薬

キャンペーンの教育は「麻薬戦争」のために肝心であった。

● 1984年に彼女は若者に対する反麻薬キャンペーンの演説で「ただノーと言おう」とい

う有名なスローガンを最初に作った。

● 彼女のキャンペーンへの努力から、少量のマリファナを合法化する事に賛成した米

国人は1980年の53％から1986年の27％までに落ちた。　(Hudak, 2016) 

● マリファナに対する罰則強化に賛成の住民も43％から67％に上がり、高校生などの

若者の意見が変わったことと関係がある。　　　　　　　(Musto, 1991) 



アメリカの麻薬史: 麻薬戦争後３

● レーガンの麻薬犯罪者に対する罰則が増加し、1986年には必要な最低服役期間の

規定が導入され、1988年には過酷な刑が宣告された。   　　

● このため、「非暴力の薬物使用逮捕の割合は、1980年の5万人から1997年までに４０

万人を超えるまでに増加した（2017年時点では1,394,514人）」。

● レーガン大統領は教育を強化するための新しい政権を設立する権限を与えられ、

麻薬に対する反対政策を行った。　 　(Hudak, 2016)



アメリカの麻薬史: 麻薬戦争後４

● 1989年にブッシュ大統領は、米国で麻薬と闘うための計画４点を発表した。

● その計画の一部であるラテンアメリカでの作戦のために、10億ドル以上の予算を使

い米軍を利用するという意図を公に述べた。

● 米国の反麻薬の作戦はコロンビア、メキシコ、ホンジュラス、パナマ、などのラテンア

メリカの国に広まった。

● この米国の反麻薬政策に対する努力の拡張は、政府が行った国内の麻薬政策の

有効性に対する信頼が無くなって来たもう一つの要因と見なすことができる。

     (Hudak, 2016)



アメリカの麻薬史: 麻薬戦争後５

● 現在マリファナは33の州で薬として使用され、10の州で娯楽的に合法。

● これはマリファナの合法化に賛成の人の率が上がっているパーセンテージを反映し

ている。

● ピュー研究所（Pew Research Center）のアンケートによると62％の米国人はマリファ

ナの合法化に賛成している。 

● Gallup研究所によるとマリファナを経験した事がある米国人は1969年の4％から2013

年に44％に上がった。

● しかし、2017年の薬物使用逮捕数は1,632,921人にも上り、同時に米国の収監率は

世界で最も高い。 　　(Drug Policy Alliance, 2019)



日本の麻薬史: 戦前１

● 麻繊維は日本の文化と繋がりがあり、紀元前1000年には日本で麻の栽培が始まっ

た。

● 縄文時代と弥生時代に大麻の利用は麻繊維の茎を繊維にし、作った繊維を服、

靴、宗教上の衣装、道具、などの日常品に使った。

(Shinozaki, 2014; Yamamoto, 1992; Yamamoto, 1990; Crawford, 2011)

● 麻繊維から作られた物を使用することは第二次大戦後まで続き、1900年代後半まで

大麻を麻薬として使用することはなかった。



日本の麻薬史: 戦前２

● 1880年代にインド大麻は日本の薬学で研究され始め、1895年に紙巻き大麻は様々

な病状を治す事ができると報告され、健康な肌を保つために麻の種子が入った製

品が紹介された。      (Mainichi Shimbun, 1895)

● 1925年の国際阿片会議で大麻は危険な麻薬となり、アヘンや他の麻薬と共に禁止

になった。 (Yamamoto, 1992)

● 1940年代に統制会社が設立され、戦争のために使われる大麻を含むほとんど全て

の物質を担当した。

● 統制会社は政府の麻繊維の会社と麻の生産を増加し、1942年に麻繊維の生産と配

給の会社が23あった。 　(Osaka Mainichi Shimbun, 1942)



日本の麻薬史: 戦後１ 
● 第二次世界大戦後に新政府体制になった後、占領国となった米国は日本の麻薬に

関する法律に大きく影響した。

● 1946年に厚生労働省は新しい部門を設立し、麻薬取締官を指名した。

● 1948年に大麻取締法という麻繊維の産業だけではなく、所持に対しても取り締まる

法律を制定した。 　(Nagahama, 1968)

● 第二次世界大戦で麻繊維は綱や落下傘の縄などを使ったため戦争の物質と見なさ

れ、大麻取締法は米国が日本の軍事的な勢力を可能な限り制限していると見なす

ことができる。 　(Mitchell, 2014)



日本の麻薬史: 戦後２ 
● 1963年に日本は麻薬取締目的の為に資金を増大し、麻薬取締官が増えた。

● この後麻薬の逮捕数は記録的に最も高かった。 　(Nagahama, 1968)

● 日本の麻薬の取り締まりはメタンフェタミンとシンナーに集中したが、シンナーに関

する逮捕は1980年代にピークに達した後、徐々に下がり、2006年にマリファナの逮

捕はシンナーより多くなった。 　　　 　(Wada, 2011) 

● マリファナの売れ足が早くなり、2000年代から現在まで麻薬取引の制度が変わっ

た。現在、麻薬取引はインターネットや携帯電話などで始まっている。

(浦山, 2008)

● 政府はマリファナの使用に対して強硬な政策を強めているので、マリファナ使用者と

麻薬売人は他の麻薬を探し始めている。　　(薬物乱用対策推進会議  2014)



日本の麻薬史: 戦後３ 
● 世界保健機関 (World Health Organization）のアンケートによると日本人の1.5％が

マリファナの合法化に賛成した。 

● 脱法ハーブという合成カンナビノイドに対する日本人の一般認識は、脱法ハーブは

自然から生まれたマリファナの別の形と考えている。

(薬物乱用対策推進会議  2014)

● 脱法ハーブは異なる副作用を持つので、マリファナに比べてより危険がある。2013

年に脱法ハーブを使った人が原因でいくつもの自動車事故があった。

  (J-Cast News 2014; 朝日新聞 2014)



アメリカの教育１

● 1983年にロスアンゼルスで青少年の薬物乱用に対応して薬物乱用防止教育

D.A.R.Eというプログラムが始まった。

● 米国の学校で麻薬教育に関するクラスが少なかったため、D.A.R.Eは早くに全国の

プログラムとして広がった。

● このプログラムは「悪影響がある麻薬について特定の情報を教えることを強調した。」

     　 (D.A.R.E, 2019)

● D.A.R.Eの 設立後ファーストレディーであるナンシー・レーガンの「ただノーと言おう」

の偶発的な発言は、全国で麻薬の教育を支えるキャンペーンとして親と学生組織に

広められた。    (Hudak, 2016)



アメリカの教育２

● 1986年に、ナンシー・レーガンは「麻薬の無いアメリカの組織」と言う反麻薬運動を樹

立した。

● マリファナを「ゲートウェイドラッグ」と呼び、マリファナは中毒性が高いなどと教えた。

しかし、これらの主張は医学研究によって支持されなかった。

　   (Morgan and Zimmer, 1995).

● 他の調査によると、D.A.R.E.や「ただノーと言おう」のキャンペーンは、若者が麻薬を

試したい気分にならなかったという証拠がない 。   　 (Hudak, 2016)



日本の教育１

● 戦前の大麻の教育は、栽培に焦点を当てていた為、教科書には麻繊維に対する栽

培や収穫の方法について説明されている 。 　　       　　(Yamamoto, 1992).

● 戦後の再建時代、麻薬に対する日本の教育は、米国に非常に影響を受けたと言

え、麻薬に反対する意見を広めた。

● 60年代の薬物乱用の増加で、様々な住民組織は麻薬教育に対するいくつものプロ

グラムを始めた。

● 70年代「麻薬常用者のためのカウンセラー」と「覚醒剤乱用防止のためのボランティ

ア」などの団体は薬物乱用者に対する治療と社会復帰の支援を改善するために地

域社会や市役所と協力した。 　(Vaughn, 1995)



日本の教育２

● 1987年に反麻薬教育の教材を作るために、警察は全国防犯協会連合や覚せい剤

乱用防止センターと協力した。 　　　　(警察白書 ; 1987, Vaughn, 1995)

● 米国の「ただノーと言おう」の運動と同等の日本の「ダメ。ゼッタイ。」のスローガンは、 

1988年の国連薬物乱用根絶宣言の後に始まった。

● 向こう30年間、青年期の薬物乱用対策のために覚せい剤乱用防止センターと厚生

労働省は学校と地域社会の行事を対象に麻薬反対の情報を広めた。　　 

　 　(厚生労働省 , 2008 & 2019)



研究方法
 回答者： 120名のアメリカ人と日本人

● 60名の日本人

○ 使用者：30名（男２２、女８）　

○ 使った事がない：30名（男１０、女２０）

● 60名アメリカ人

○ 使用者：30名（男９、女１５、その他６名）

○ 使った事がない：30名（男２、女２１、その他７名）

 オンラインでのアンケート（Googleフォーム）
● アメリカの使用者によるアンケート

● アメリカの使用した事が無い人のアンケート

● 日本の使用者によるアンケート

● 日本の使用した事が無い人のアンケート

https://goo.gl/forms/wOEUhsH7ocpAlQoy2?fbclid=IwAR0D7PRxzC1bU4qUY-MrRkiLZyx_XptUhqJyUM3wVchDbl0xfMxFqF0WZSc
https://goo.gl/forms/Q2ima8mGhpaPfJEA2?fbclid=IwAR2j0601R3d1Fk5jaSRKSIVCaXOzxKPWy0hJRSbERIY-b5KSs6RtGBqncCA
https://goo.gl/forms/nryrCK92yQHFphZ03?fbclid=IwAR3rFkdLtq5sTbeD1leEtFcMaIWkpAtTggNrUa_mbAXgK5ERXXROmCPWhTA
https://goo.gl/forms/BkkL07XYFJO9jgdt2?fbclid=IwAR32m4mDVEScGptS02C3LuUZJSBAmXEtj-R2_H76hUaWdOIWQYB58sazCRQ


アンケート調査の結果

研究質問1

日本とアメリカにおけるマリファナに対する

一般認識とはどのようなものか



社会のマリファナ使用者に対するイメージ

日本の回答者の最も多くの答えは
「危険」であった。

アメリカの回答者の最も多くの答えは
「自由主義者」であった。



睡眠の質に関する意見

アメリカの回答者と日本の使
用者はマリファナは睡眠の
質を向上させると思ってい
る。

日本人でマリファナを経験
した事がない人はマリファナ
が睡眠の質を向上させると
思っていない。



中毒性に関する意見

アメリカ人と日本人のマリファ
ナの使用者は、マリファナは
中毒性が低いという答えが
多かった。

日本人でマリファナを経験し

た事がない回答者は中毒性

が高いと考えている。



研究質問１結果のまとめ

● 日本のマリファナを経験した事がある回答者も無い回答者も、社会のマリファナ使用

者に対するイメージは危険だという事がわかった。薬物乱用対策推進会議によると、

この理由は日本のマリファナのイメージは大麻とマリファナだけく、脱法ハーブも含ま

れているからかもしれない。

● 60年代のアメリカの対抗文化運動に影響を受けて、アメリカではマリファナ使用者に

対するイメージは自由主義的になったが、日本ではまだマリファナの使用に対する

対抗文化運動がない。 

● アメリカの回答者と日本の使用者はマリファナが中毒性が低いと答えたが、日本の
マリファナを経験した事がない人は中毒性が高いと答えた。



アンケート調査の結果２

研究質問2

マリファナ使用者に対する認識に学校教育や

家庭教育はどう影響しているか



18歳 以 下でマリファナにつ

いて知った日本人でマリファ

ナを経験した事がない回答

者は９３％であった。

40％の日本の使用者は18歳

以 上 でマリファナについて

知ったと答えた。

あなたがマリファナについて知ったのは何歳の時か



全てのグループが学校

でマリファナについて

学習したことは「マリファ

ナの使用の危険性」や

「健康への悪影響」が

主だった。

あなたは学校でマリファナの何について学習したか



アメリカの回答者と日本

の使用者の大多数はマ

リファナに対して学校教

育は信頼できないと

思っている。

日本人でマリファナを経

験した事がない大多数

の回答者は信頼できる

と思っている。

マリファナについて学校で受けた教育はどれほど信頼できるか



マリファナに関する知識を主にどこで学んだか

アメリカの回答者と日
本の使用者はマリファ
ナに対する知識をイン
ターネットや友 達から
学んだ。

日本人でマリファナを
経 験した事がない人
は 主 にニュースやメ
ディアや学 校で学ん
だ。



研究質問２結果のまとめ

● 日本の使用者は日本人でマリファナを経験した事がない人より古い時にマリファナ

について知っていた。この事から、日本の学校教育でより早く麻薬について学ぶと

日本人は麻薬を使う可能性が低くなると言えるかもしれない。

● 全てのグループはマリファナに対して学校教育で「使用の危険性」や「健康への悪

影響」を学んだ。

● 日本人でマリファナを経験した事がないグループは、主に学校、ニュースやメディア

からマリファナについて学んだと答えた。一方で、アメリカの回答者と日本の使用者

はマリファナに対する知識はインターネットや家族から学んだと答えた。

● 日本のマリファナを経験した事がない人はマリファナに対して最も違う意見を持って

いた事で、日本では教育と認識がつながっている事を示している。



アンケート調査の結果

研究質問3

マリファナに関して一般認識はマリファナ使用者に対

して社会的にどのような影響を及ぼしているか。



マリファナを使ったことがあると知っている人がいるか（マリファナ
使用者）

アメリカの使用者は日本の使用者に比べると、マリファナを使ったことが
あると知っている人が多い。



友達がマリファナを使ったら、どうするか。

83%のアメリカのマリファナを吸った事がな
い人は「何も言わないで、今までと同じく普
通に付き合う」と答えた。

76%の日本の使った事がない人は「何も言
わないが、たぶん少しずつ離れていくと思
う」か「やめてと頼む」と答えた。



もしあなたがマリファナを使ったら、周囲のどんな人がそれに反対

すると思うか。

もし使った事がない人がマリファナを使ったら、日本人は反対する周囲の人が
アメリカ人より多いと思っている。



マリファナが原因で経験をしたことがある事

ほとんどの日米のマリファナ使用者は、マリファナが原因で否定的な経験をした事がない
と答えたが、アメリカ人は「学業や仕事の質が落ちた」や「家族・友達・恋人を失った」、
「仕事を貰えなかった」などの様々な否定的な経験をした事があると答えた。



マリファナ使用者がマリファナを使っている理由

アメリカの使用者のマリファナを使う大きな二つの理由は「気晴らし・娯楽」と「ストレスと不
安の軽減」で、日本の使用者のマリファナを使う一番の理由は「気晴らし・娯楽」である。



マリファナを使った事がない人がマリファナを
使っていない理由

66％のマリファナを経験した事がない日本人はマリファナを使っていない理由が「法律で

禁止されているから」と答えたが、60％が「不健康だから」、73％が「興味がない」からと答

えた。アメリカ人の殆どは「興味がない」と答えた。



研究質問３結果のまとめ

● 66％のマリファナを経験した事がない日本人はマリファナを使っていない理由が「法

律で禁止されているから」と答えたが、「不健康だから」「興味がない」からと答えた回

答者も同じ程度又はそれ以上いた。このことから、法律を怖がるだけではなく、マリ

ファナに対しての認識と知識も影響されると言える。

● 殆どのマリファナを経験した事がない日本人は「何も言わないが、少しずつ離れてい

くと思う」や「やめてと頼む」と答えた。さらに、マリファナを経験した事がない人がマリ

ファナを使ったら、日本人はアメリカ人より反対する周囲の人が多かった。

● 日本の使用者は社会的に反発の可能性がより高いと思っている。



結論
● 一般的に日本ではマリファナに対して危険性と中毒性が高いというイメージがある。

この事は、自然の原料から作られたマリファナと人工的に作られた脱法ハーブの違
いが分からないからかもしれない。

● マリファナを経験した事がない４割のアメリカ人はマリファナを使っていない理由が法

律で禁止されているからと答えた。マリファナを経験した事がない日本人も同じ回答

が多かったが、興味がないや不健康だからという理由も多く認識が違う。

● マリファナを経験した事がない日本人は主に学校やメディアからマリファナについて

学んだが、アメリカの回答者と日本の使用者はインターネットや家族からも学んだと

答えた事から、身近に入る情報が大きな影響をすると言えるかもしれない。

● これはマリファナに関する認識は法律だけではなく、マリファナについての知識をど

こから学んだかが影響される。



研究の限界点と将来の研究

● 研究の限界点としては日本ではマリファナに対する法律だから、日本の使用者の回

答者を集めることが難しかった。

● アンケートをＳＮＳでアップするとしよう時、アンケートが三つのサイトから取り消され

た事があった。

● また、反発を怖がり、アンケートを取らたくないかもしれない。

● 将来の課題としては脱法ハーブと日本の一般認識の関係をより深く研究したいと考

えている。
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